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参考様式６（第７条関係・公表用） 

提出された意見等の概要及び提出された意見等に対する対応 

政策等の案の名称：第２次美里町総合計画・美里町総合戦略 

№ 提出された意見等の概要 
対     応 修 正 内 容 

（修正したとき） 採用有無 理   由 

1 

この町の「学力テストが低い」事等から、

他の町の学校に入学している事等を知っ

ていますか。 

無 様々な理由により、美里町から他の市

町の学校に入学している子供がいるこ

とは把握しております。「学力テストの

平均点が低い」事のみから、他の学校に

入学することがないよう学力向上等に

努めてまいります。 

 

2 

学力向上委員会を創りながら、効果の

上がらない原因は何故ですか。 

無  学力向上委員会では、３年前から中学

校区ごとに全国学力・学習状況調査結果

の分析を行い、それに基づき、各学校に

おける効果があった指導事例を共有、各

学校の指導に生かすことで、学力向上に

努めております。今後、さらに情報を共

有し、一人一人の児童生徒の学力に応じ

た指導に努め、効果が上がるよう努めて

まいります。 

 

3 

特別な支援教育を必要とする生徒や保

護者に対する対処は充分ですか。充分で

ないとすれば今後の対応は。 

無  特別な支援を必要とする児童生徒や

その保護者への対処は充分であるとは

言えません。美里町では各学校に特別支

援教育支援員や教員補助員を配置し対
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応していますが、今後も継続的に配置し

対応していく考えです。また、特別な支

援が必要な児童生徒の個別の教育支援

計画や指導計画を活用し、各学校、保護

者、教育委員会、関係機関が連携し、一

人一人の子供の状況に応じた指導に努

めてまいります。 

4 

中学校の統合理由に「生徒数の少ない」

事を挙げていますが、教師の目配り等か

ら「３０人学級」の声のあることを知っ

ていますか。 

無  少人数学級については、以前から課題

となっており、新型コロナウイルス感染

拡大により、密を回避する対策も踏ま

え、文部科学省では検討が進められてい

ると認識しています。また、新中学校に

おいては、教師の目配り等を考慮に入

れ、３０人未満学級を実施する予定で

す。 

 

5 

学力の低い中学校に「農事関係の事項」

を加えた理由は何故ですか。 

無  世界的に、地球温暖化による自然災

害、発展途上国の食料不足、自然破壊に

よる生物多様性の危機への対応が大き

な課題となっています。このような中

で、未来を担う生徒がこれらの事を学ん

だ上で、身近な自然環境等の大切さを学

ぶことが重要であると考えております。

また、新中学校においても、環境教育の

一環として、生徒が町の基幹産業である
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農業を通じ、自分が住んでいる町の自然

環境を学ぶことが必要であると考えて

おります。 

6 

新中学校の通学に、駅北の踏切り横断

が増えると思いますが、その事での安全

策を考えていますか。 

無  現時点では、駅北の踏切（三十軒踏切）

を通学路とする考えはありません。今

後、新中学校開校準備委員会の中で検討

する予定です。 

 

7 

町の伝統や文化、優れた芸術に触れる

機会を通しての教育とありますが、それ

にはどのような物をどのように。地域と

の協力関係は充分ですか。 

無  機械化される前の農作業体験、郷土資

料館の活用、神楽の指導や芸術鑑賞教室

の実施を考えています。これまで、機械

化される前の農作業体験や神楽の指導

を地域住民の協力の下、実施しておりま

す。 

 

8 

図書館に行くための足の不便さから図

書の利用が減っていますが、図書車を復

活する考えはありませんか。 

無  現在、高齢者施設に本の出前を行って

います。また、希望する公共施設に本を

提供しています。今後、ニーズ調査等に

より実情を把握し、実施に向けて検討す

る必要があると考えています。 

 

9 

古い屋敷が解体されていますが、農業

遺産の町の博物館として展示場、地場産

品の販売等に利用する考えはありません

か。 

無  実情を把握し、検討する必要があると

考えています。 

 

10 
施設の長寿命化のためには、町内の建

築士の方の協力を得るべきですが、その

無  施設の長寿命化を推進するためには、

町内、町外を問わず建築士の専門的な視
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ような考えはありますか。 点が必要であると認識しております。 

11 

計画している中学校には自動車でなけ

れば登下校の難しい生徒が増え、学校を

休む生徒が増える事が予想されません

か。 

無 通学につきましては、今後、新中学校開

校準備委員会において検討し、ご指摘の

ようなことが生じないように留意して

まいります。 

 

12 

町の開業医の減少が起きると言われ、

特に、婦人科の医院は皆無です。自治医

科大学への進学と町の医師となる事を条

件に、奨学援助を行うべきと考えますが。 

無  ニーズ調査等により実情を把握し、検

討する必要があると考えています。 

 

13 

人々の要望や苦情への対応は充分だと

考えておりますか。 

無  これまでも、改善に取り組んでまいり

ました。今後も、運行形態も含め様々な

検討を進めてまいります。 

 

14 

バスの運行についての苦情や要望が多

いが、その原因の多くは運行時間の設定

にあり、どのような考えで目的地への時

刻を設定していますか。 

無 住民バスは、不特定多数の方が利用し

ております。このため、朝や夕方は通勤、

通学の利用、昼間は買い物、通院の利用

のほか、他の公共交通との接続も勘案し

た上で、時刻表の設定、可能な改正に努

めております。 

 

15 

審議会は、私企業への障害や他の自治

体との競合を無くすためのものであり、

利用者の希望等の聴取は別に行うべきで

すが。 

無  住民バスやデマンドタクシー利用者

の希望等は、アンケートを実施している

ほか、随時、受け付けております。 

 なお、地域公共交通会議は、住民の生

活に必要な交通手段の確保、利便の増進

等を協議することとしております。 
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16 

駅東での行事参加には、不動堂の一部

以外は交通費が掛かることをどう思いま

すか。 

無  行事開催場所につきましては、事業の

内容や集客数等に応じて適切な場所の

選定を行っております。また、駅東につ

きましては、町の中心に位置し、多くの

住民の皆様にとって集まりやすい環境

であると考えております。 

 なお、行事参加に当たり、町民バス等

をご利用いただくこともあるかと思い

ますが、ご理解ください。 

 

17 

要介護者の増加が危惧されているが、

その防止対策は。 

無 今後も高齢者人口が増加していく中で、

要支援者・要介護者数も比例して増加し

ていくものと予想されます。 

このため少しでも体力を維持し、健康

に過ごしていくことができるよう各種

研修や軽運動などの体力増進を地域で

行うことができるような施策を行うこ

とによりフレイル（要介護状態になる前

の虚弱段階）予防を進めております。 

 

18 

中埣の全て、その他の行政区でも老人

クラブの解散が進んでいますが、互助・

共助意識を高めるためにも組織化が必要

だと思いますが。 

無  単位老人クラブ及び会員数の減少に

関しまして、町としましても課題として

認識しております。 

 今後も各地域への声がけや会員募集

に係る記事を広報紙に掲載して周知す

ることにより、生きがいづくりと健康づ
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くりのための多様な社会活動と社会参

加を支援してまいります。 

19 

障害のある子を持つ高齢者もおり、親

なき後、それらの人たちがこの地で暮ら

せるよう空き家を利用しての「グループ

ホーム」を創る考えはありませんか。 

無  空き家を利用して「グループホーム」

を創ることも一つの案と考えますが、町

民のニーズとサービス提供事業者のグ

ループホーム開設情報等とのマッチン

グが必要と考えます。 

 

20 

高齢者や障害者の相談対応は、職員が

自宅を訪ねて行うべきと思いますが、ど

うですか。 

無 対象者の状況により訪問を行い、相談

等の対応も実施しております。 

 

21 

近所同士の声掛けや助け合いも必要だ

が、配布物を郵便受けに入れるだけの行

政区長がいるとの事、班長に配らせる区

長もいるとのことだが、そのような事を

知っていますか。 

無  行政区長及び副行政区長については、

美里町行政区長等に関する規則に規定

されるとおり、地域住民との連携を密に

し、町行政の円滑な運営を図ることを目

的に設置しております。町で依頼した配

布物について、各行政区長がどの様に配

布しているかは把握しておりません。 

 

22 

感染症予防のために平時から正しい知

識の普及を行うとありますが、今回のコ

ロナ問題で行わなかった理由は。 

無  例年インフルエンザ等の感染症の流

行期には感染症対策について広報やポ

スター等を通し啓発しています。また、

乳幼児健診ではその時期に応じ健康教

育の中に取り入れています。新型コロナ

ウイルス感染症対策としては防災無線

や各戸配布チラシまたはコミュニティ
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施設への啓発資料の掲示等を実施し住

民への啓発活動を行っております。 

23 

デマンドタクシーの予約に違和感を感

じる高齢者がいるので、利用しやすい方

法を取るとの事ですが、それはどんな事。 

無 住民バス時刻表で予約方法をお知ら

せしているほか、チラシで周知しており

ます。また、今後、高齢者等が集まる機

会に利用方法の周知に努めます。 

 

24 

既に上で医師確保の対策を書いたが、

方針で考えている医師や看護師の必要数

と確保策は。 

無  医師数は、医療法に基づく標準医師数

の最小値が３人であり、３人の医師は常

勤で確保することが必要と考えていま

す。現在は、２人の常勤医となっている

ため、１人の増員が必要と考えておりま

す。  

 看護職員数は、病棟部門での夜間勤務

体制を維持するため最小値１８人が必

要であり、外来部門では当直体制を確保

するため最小値７人が必要であること

から、いずれも常勤職員で満たすことが

必要と考えております。このため、看護

職員については、２人の増員が必要と考

えております。 

 医師の確保策については、日ごろから

応援医師の派遣をいただいている東北

大学病院に配置要望を行うほか、県の医

療人材対策室を通じて配置要望を行っ
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てまいります。また、看護職員の確保策

については、町広報紙のほか、ハローワ

ークでも募集を行い採用に努めてまい

ります。 

25 

支援を必要とする人への支援で障害者

となった方への補償は町が行いますか。

行うとすればその程度は。 

無  町に起因する過失である場合は補償

いたします。また、その障害の程度に応

じた補償を行います。 

 

26 

昨年末の災害の際、互助等によって避

難された人数は幾人で、その内、町が避

難させた人数は幾らですか。 

無  共助の取組により避難所に避難され

た人数は把握できませんが、要支援者の

うち避難所に避難した避難者数は５３

人です 

 

27 

一人親がホームに入所したために、統

合失調症の若い方が失火で死亡した事が

当町でありましたが、そのような障害の

ある人への対策は充分ですか。 

無 対策の一つとして、令和元年度から、

地域自立支援協議会における地域生活

支援拠点整備委員会で緊急受け入れ対

象者の検討会を行い、利用登録を開始し

ております。 

 

28 

上でも指摘しましたが、障害者に対す

る施設は不足しており、関係する人々や

社会福祉協議会に頼りすぎているよう

で、「障害者差別解消法」に反している町

の施設等を考えた事はありますか。 

無 「障害者差別解消法」では、障害のあ

る人に「合理的配慮」を行うことなどを

通じて、「共生社会」を実現することを

目指しており、町ではそのように対応し

ております。 

 

29 

町の今後の障害者の自立支援方策は。

地域自立支援協議会の活動内容は。 

無  第３期美里町障害者計画の取組とし

て挙げておりますが、地域自立支援協議

会を活用し、地域課題の共有を図ってお

 



9 

 

ります。また、協議会を中心に関係機関

や関係団体とネットワークを構築し、地

域課題の検討、課題解決を図っておりま

す。 

30 
当町でユニバーサルデザインに該当す

る事例はなんですか。 

無  公共施設における段差解消、スロープ

設置、トイレ改修等があります。 

 

31 

平成３０年に行った２３７件の支援は

どんな内容ですか。 

無  障害福祉サービスを利用するために

必要な、利用可能なサービスの支給決定

を受けた方の人数を示しております。ま

た、サービス内容は、訪問系サービス、

日中活動系サービス、居住系サービス、

相談支援があり、一人一人の利用サービ

スは異なります。 

 

32 

放課後児童クラブの老朽化施設はどこ

で、老朽化対策方法は。 

無  放課後児童クラブを実施している施

設で老朽化が進んでいる施設は、南郷児

童館と不動堂児童館です。 

老朽化が進んでいる施設については、施

設の改修、建設等を検討して行く予定で

す。 

 

33 

ネグレクトを受けている児童は家族の

構成によって対処に違いが必要ですが、

平成３０年の３０人の該当数の内、一人

親は何人か。 

無  施策の指標としている要保護児童対

策地域協議会の平成３０年度の支援件

数は３０人ではなく２８件です。この

内、一人親は１１件であり、児童等の状

況により、適切な対応が必要となりま
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す。 

34 

食生活が変わり「米余り」とも言われ

人口減少が続く時、米の生産にこだわり、

大型機械の導入等で離農者を増やしてい

るようですが、大豆や麦だけの配慮で十

分ではない。各地の需要と生産物を調べ

て転換を指導するべきではないですか。 

無  町と関係機関で構成する美里地域農

業再生協議会では、「美里地域水田農業

ビジョン」を策定しています。このビジ

ョンにおいて、水稲、大豆、麦に代わる

６品目を地域振興作物（土地利用型作

物）として設定し、作付けの拡大を図っ

ているところです。 

 

35 

上記のために、農業公社制度等への指

導は充分ですか。 

無  担い手への支援については、国や県、

農業会議、農業振興公社等の各種制度が

あり、農業委員会だよりやパンフレット

による周知を行うとともに、農家相談日

に、経営に最適と思われる事業を紹介し

ております。 

 

36 

政策７に『あらゆる「しごと」を支援』

とありますが、商品開発と販路等で支援

したものはどんな事ですか。 

無  町内事業者による商品化に向けた取

組を支援し、これまで１７商品を生み出

しております。また、販路開拓について

は、機会創出の支援に加え、現在ではイ

ンターネットを活用した販路拡大も重

要な取組であることから、これまで、５

事業者のホームページの立上げを支援

しております。 

 個人、法人、起業者、更には業種を問

わず、様々な「しごと」を対象に支援し
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ております。 

37 

これまでに行った「観光施策」の具体

的な事例は。 

無  町内で開催されるイベント・催事への

支援や町内外及び首都圏における物産

販売会への出展、町の観光パンフレット

の作成、各種報道機関への情報提供等を

実施しております。また、美里町農産物

直売所「花野果市場」や美里町交流の森・

交流館「でんえん土田畑村」の運営を通

じ、観光及び物産の振興を推進しており

ます。 

 

38 

生産者等が集団で他県、他の市町村に

研修等に行く際には、町のバスを利用さ

せますか。 

無  町のマイクロバスの使用については、

「美里町マイクロバス使用管理規定」に

基づき実施しております。生産者等の皆

さんが使用できる場合は、町の事業や町

と連携して実施する事業に使用する場

合に限り使用することができます。 

 

39 

補助を受けて作ったハウスの利用状態

を調べているか。 

無  ビニールハウスの設置については、主

に県の補助事業を活用して実施してお

ります。事業の実施に当たっては、設置

年度を含めた５年間の利用目標を設定

し、また、設置後には、農作物の作付面

積、生産量等を５年間継続して確認し、

県に報告しております。 

 

40 堆肥の利用と書いていますが、都市計 無  市街地や観光地など知事が指定した  
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画区域では家畜の飼育はできない事を知

っていますか。家庭からの雑草等の堆肥

化は。 

区域で一定の頭数以上の家畜を飼養す

る場合は、許可申請が必要な場合があり

ます。また、畜舎の建設については、建

築基準法において一部の用途地域にお

いて制限があります。 

 なお、家庭からの雑草等の堆肥化につ

いては、現在のところ考えておりませ

ん。 

41 

当町の農業法人の数と組合員数は幾ら

ですか。 

無  町では集落営農組織の法人化を支援

しており、令和元年度末現在で９組織が

法人化しております。全て農業協同組合

法に基づく農事組合法人となっており、

法人設立時の組合員数は、１５８人で

す。 

 なお、本町において農業経営改善計画

の認定を行った認定農業者のうち法人

は、株式会社・有限会社１９法人、農事

組合法人１７法人、合同会社１法人とな

っております。 

 

42 

平成２６年、農業委員会との懇談の際

に、県内で農業公社の最も少ないのは美

里町である事を指摘しましたが、公社の

組織や規模・運営についての考えに一貫

性がありますか。 

無  社団法人宮城県農業公社は複数の支

援団体と合併し、平成２５年４月１日か

ら公益社団法人みやぎ農業振興公社と

改編になりました。美里町で、前身であ

る農業公社の事業を活用したのは、当時
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は農地の売買金額が数百万円以上或い

は千数百万円単位の場合の活用が主で

あり、年に１回程度の実績でした。また、

美里町では売買金額が数十万円から数

百万円程度の場合は農業委員会が売買

手続きをし、法令に基づき嘱託登記も実

施しておりました。現在もそうですが、

当時、隣接市町の一部農業委員会では、

売買金額が数十万円程度でも農業公社

を活用していたところもあり、実績とし

ては美里町よりは上、ということになり

ます。 

 なお、売買については現在も美里町で

は数十万円から数百万円程度の場合、農

業委員会が実施しております。 

 一方、平成２６年度からは国策として

農地中間管理事業が制定され、公益社団

法人みやぎ農業振興公社が宮城県知事

より宮城県農地中間管理機構に指定さ

れており、こちらの方は毎年数十ヘクタ

ールから１００ヘクタールの実績があ

ります。 

43 
自動車の普及と大型店の進出で、地域、

地方の小売店の利用が少なくなっていま

無  地域の小売店などの小規模事業者に

とっては、「強み」をいかした経営展開
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すが、高齢者の増加や地場産品の販売も

考えると小売店への支援が必要と思いま

すが。 

が難しい環境にあります。このため、遠

田商工会等の関係機関と連携を図りな

がら、伴走型支援を通じた新たな需要開

拓や生産性の向上につなげてまいりま

す。 

44 

稲作による収益とその他の作物での収

益の比較は。 

無  水稲、その他の作物について、面積当

たりの収益としては、所得の高い順に施

設野菜、露地野菜、主食用水稲、麦・大

豆の順となる傾向にあります。 

 

45 

水路のＵ字溝化で水中の生物は減少や

壊滅していますが、農業遺産地でもあり、

そのためにも回復させる考えはありませ

んか。 

無  土地改良事業については、効率的な農

業の実現を図りつつ、生態系や環境に配

慮した取組を実施しています。ほ場整備

事業等では、水中生物のためのお助け工

(人工的に澱みを造る）や魚巣ブロック

の設置など、環境への負荷や影響の回避

に工夫した工法を取り入れております。 

 

46 

２０２０年９月に制定した「小規模企

業の振興条例」は、資金の助言と貸し出

しだけが目的ですか。回復、振興した社

数は。 

無  美里町中小企業・小規模企業振興基本

条例については、資金の助言、貸出しを

目的としたものではなく、町の責務、事

業者等の役割を明らかにすることで、中

小企業・小規模企業の振興施策を総合

的・計画的に推進することなどを目的と

した条例です。 

 なお、町の中小企業振興資金融資制度
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の活用により、引き続き、中小企業の資

金需要に対応してまいります。 

47 

朝市に衰退を感じますが、それは、朝

市にあわせて周囲の商店も販売の拡大に

努力しようとする意気を感じませんが。 

無  小牛田朝市への出店者の総数は年々

減少しています。その一方で、近年、新

たな出店者や若い世代の出店者も見ら

れるようになり、朝市の魅力を再認識す

るところです。 

 ＳＮＳを活用した情報発信をはじめ、

出店者の開拓支援、集客イベントなどの

企画を通じ、有効な販売チャネルとなる

よう小牛田朝市の活性化に取り組んで

まいります。 

 

48 

起業サポートセンターを利用した後、

何人、何社の発足がありましたか。 

無  美里町起業サポートセンター「Ｋｉｒ

ｉｂｉ」の利用者は、実際に館内のオフ

ィスを利用されている方や館内で定期

的に開催される起業相談会を利用され

る方など利用形態は様々です。 

 起業を目指し、起業相談会を利用され

た方の中から、５人の方が新たに事業を

開始しております。 

 

49 

「原発事故を風化させない町づくり」

とありますが、再稼働阻止の態度が弱く、

石巻周辺からの避難自動車の延長距離が

２００キロメートルを超える事を知って

無  原子力に依存しない社会を目指すと

ともに、平和学習や平和に関連するイベ

ントの開催をとおして、平和に対する意

識の喚起に努めてまいります。 
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いるのでしょうか。放射能で死ぬことが

「どんなに哀れか」をもっと知り、伝え

るべきでしょう。 

50 

町所有の空き地を公園とすべきで、北

浦だけでも「幼稚園の跡地」や「第三住宅

にも空き家・空き地」がありますが、その

ような所は、南郷にもあるはずだが対処

は。 

無  幼稚園の跡地や空き地を公園にする

計画は、現在ありません。 

 

51 

素山、蜂谷森公園の遊具や休むための

備品等が、憩いの場所として利用できる

状態になっていますか。 

無  毎年、遊具点検で劣化等については、

把握しております。長寿命化事業で改修

を行いながら、憩いの場所として利用し

ていただけるよう管理をしてまいりま

す。 

 

52 

アスファルト道路が劣化によって剥が

れ、その剥がれたものが道路に堆積して

いますが、処理作業が少ないのでは。 

無  道路パトロールにより、適切に管理し

てまいります。 

 

53 

美里町の廃棄物が多い原因には、生の

雑草を出すことにも原因があり、過去に

議会から「空き地を借りて、堆肥化する

事」等の提案をしていますが、実行され

ていない理由は何故か。 

無  生の雑草については、乾燥させてから

出していただくよう集積所に表示を設

置しました。今後も、広報での周知や各

地区衛生組合長へも指導等について協

力をお願いし、取り組んでまいります。 

 

54 

「美しい町づくり条例」には、自動販

売機の側には「空缶等の収容箱」を置く

事が義務付けされているが、守られてい

無 回収容器の設置及び管理をしなけれ

ばならないとされていることから、届出

時の際は、厳守するよう指導しておりま
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ますか。 す。 

55 

歩道の無い橋や道路があり、自動車が

多い現在、早急に対処するべきですが。 

無  現在、国の補助事業を活用し交通安全

対策事業を実施しております。歩道等

（路肩の拡幅）の整備を行い歩行空間の

確保に努めております。 

 

56 

「住んでいる人々が協力しあって、地

域の課題解決に取り組む」とは、どのよ

うな問題に対してですか。 

無  人口減少・高齢化による地域の担い手

不足や地域活動の活性化など、地域コミ

ュニティに関わる住民の協力が不可欠

な問題に対してと考えております。 

 

57 

１９９０年代までは、平和等に対して

の考えや思いを募集、冊子として発行し

たが、それらを復活するべきではないで

しょうか。 

無  ご意見は、旧小牛田町において、広報

紙に町民の戦争体験を紹介するコーナ

ーを設け、１９８６年に「私の戦争体験

集」として冊子にまとめた取組を踏まえ

たものと認識いたします。いただいたご

意見は、町民の皆さんが、戦争の悲惨さ、

平和の尊さを考える機会を創出する有

効な取組の実施など、平和推進事業の展

開を図る上での参考とさせていただき

ます。 

 

58 

未だ石綿管のある原因は窮屈な水道会

計に原因があり、窮屈な会計の原因は、

平成１８年に造った「過大な浄化槽」等

に原因があり、事業の計画や実施に多く

の意見を聞くべきですが。 

無  「過大な浄化槽」とは、美里町浄水場

のことと思いますが、浄水場をつくった

目的には、非常時にも安定、安心して水

道水を供給できるよう建設した経過が

あります。宮城県から受水する大崎広域
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水道の配水管も４０年を経過し、漏水事

故が発生しており断水する心配があり

ます。そうした場合、自己水を持ってい

ないと、断水させて町民の皆様に不便を

掛けてしまいます。今後、東日本大震災

のような災害が発生した時には、大崎広

域水道の配水管が断水しても、浄水場の

水道水を活用して応急給水を確保しま

す。非常時でも安定して水道水の供給を

行うため、浄水場が必要であることをご

理解ください。 

59 

現行の方法で排水処理事業を進める事

は、水道会計と同じ結果を作ることにな

り、他の市町村の事業を学ぶべきですが。 

無  令和３年度には下水道課と水道事業

所を組織統合するなど経営の合理化、業

務の効率化などを図り、持続可能な下水

道事業を確保しつつ、平成２８年２月に

作成した美里町下水道基本構想に基づ

き、着実に公共下水道整備事業を推進し

てまいります。 

 

60 

少子化や世代間の同居が少ないために

行政の業務も増加していますが、もっと、

世代化の同居に協力や努力をするべきで

あると思いますが。私は、四世代での生

活です。 

無  少子化や世代間の同居が少ないこと

により、行政の業務が増加するというご

意見については分かりかねますが、多世

代での同居につきましては、住民それぞ

れが選択するものであると考えます。 

 

61 「地域づくりに町の人々の参加」とあ 無  地域づくりに関しては、地域の自主性  
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りますが、どのような事についての参加

か説明が少ないようですが。「人々の参加

を望むなら」計画・実施する町が、多くの

人々が参加しやすい方法を考えるべきで

すが。 

を重点にしております。地域の皆さんが

自ら地域住民の参加を促す企画や方法

を考え行動することで地域活動の活性

化を図り、町がその支援を行うことで、

地域の特色を生かした地域づくりを推

進していきたいと考えております。 

62 

災害の際に、一番大切な事は自動車の

無い人の避難で、その他、福祉避難所の

設置についても、法律通り行われていな

いようですが。 

無  美里町では、災害対策基本法施行令第

２０条の６第５号に規定されている避

難所（福祉避難所）として、同施行規則

で規定されている基準を満たす、高齢

者・障害者関連施設と災害協定を結んで

おります。また、災害時避難支援が必要

な方につきましては、「避難行動要支援

者名簿」を作成し、要支援者本人から同

意を得て、平常時から自主防災組織等へ

情報提供を行い、災害時に円滑に避難支

援ができるよう避難支援関係者等と連

携を図っております。 

 

63 

もし、女川原発の事故で周囲の人達が

「４人乗りの自動車」を利用すると、そ

の車列の延長は２００キロメートルにも

なり、福島事故の際は、国などバスの手

配をしていましたが、交通渋滞で目的地

に行けなかった事を聞いていますが知っ

無  福島県の原発事故時の交通渋滞等の

情報は把握しております。 

 なお、県内の特定の箇所において放射

線量が高い理由については、お答えする

立場にありません。 

 



20 

 

ていますか。また、沿岸地方より栗駒な

どの線量の高い理由は。 

64 

交通の安全対策は何よりも施設の整備

で、町管理の道路には「全くと言う程、歩

道が無く」、それは、高齢者・障害者の交

通安全確保に関する法律にも違反してお

ります。早急に行うべきでは。 

無  現在、国の補助事業を活用し交通安全

対策事業を実施しております。歩道等

（路肩の拡幅）の整備を行い歩行空間の

確保に努めております。 

 

65 

財政事情から投資額が少ないと書いて

いますが、事業の計画や実施に工夫が少

なく収納金の失効にも原因があり、１０

年間で１００億円程の債務を減らした加

美町等を学ぶべきでは。 

無  町の地方債残高は、１０年前と比較し

３０から４０億円程度減少しています

が、行政需要が増加する中で、限られた

予算での対応を迫られております。引き

続き自主財源の確保に努めるとともに、

財政の健全化に取り組んでまいります。 

 

66 

バスの利用の少ない原因は「利用の目

的に沿っていない」事が大きな原因で、

ヨークベニマルの往復には改善がありま

したが、小牛田駅での列車の接続等には

改善が見られないが、鹿島台駅での接続

は良い。 

無  小牛田駅での列車との接続について

も考慮した時刻表を設定しております。

複数の路線の接続点として全ての路線

で小牛田駅を停留所としておりますが、

全ての路線において列車との接続を優

先した時刻設定は難しい状況にありま

す。 

 

67 

昨年、利用者からの要望を集めたが、

要望の処理が少ない。 

無  要望等については、現地確認等を実施

しながら、対応可能なものから実施して

おります。 

 

68 旧町村、中埣～北浦、北浦～青生間の 無  各地区への直接乗り入れとなると、車  
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バスの無い事が最大の不便だが。 両、運転手の確保が難しくなるととも

に、複雑な路線管理となります。利用に

ついては、各路線を乗り継いで御利用い

ただくことになります。 

69 

陸運局の許可を取り、会員制による自

家用車での乗り合い自動車を運行してい

る方がいるが、それの利用についての答

えが無い。 

無  長寿支援課の高齢者外出支援事業で、

歩行困難で一般の公共交通機関を利用

することが困難な高齢者に対し、移送用

車両による送迎を実施しております。 

 

70 

地球の温暖化が自動車の増加にもある

と言われており、効率の高い運行方法を

考えるとともに、植物油の利用を取るべ

きだが。 

無  バス事業に限らず、町といたしまし

て、エネルギー政策に取り組んでまいり

ます。 

 

71 

当町の空き地・空き家の対策は全く不

十分であり、顧問の弁護士がいながら行

政手続が全く行われていないが、その理

由は。 

無  空き地、空き家の管理責任は所有者自

身にあることから、町といたしまして

は、その認識及び理解を深めてもらえる

よう、助言・指導を行いながら、適切な

管理を促してまいります。 

 

72 

Ｐ．８３に、当町の家庭排水の７１パ

ーセントが衛生的に処理されているとの

表現があるが、その数字は、農業集落排

水等の利用率では。 

無  ７１パーセントの実績値は、平成３０

年度末における汚水衛生処理率であり、

美里町全人口のうち、公共下水道、農業

集落排水施設、コミュニティプラント及

び合併処理浄化槽により生活排水が衛

生処理されている人口の比率でありま

す。なお、農業集落排水事業の処理区域
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内における水洗便所設置済人口の比率

は、平成３０年度末時点で７７．６パー

セントとなっております。 

73 

政策の１２で「委託を進める」との表

現があるが、他の町村との人口や職員数、

課の数などを比較して委託が有利か。 

無  平成２５年１１月に策定した「委託化

基本方針」に基づき、委託の有効性を見

極めた上で、委託が有利であると判断し

たものについて委託を進めます。 

 

74 

Ｐ．９６で「寄せられた要望等の扱い

を制度化していない」との表現があるが、

２０年以上も議員や町長をした者の表現

としてはおかしく、選挙時の公約「皆様

の声を聞き」を思い出すべきだ。 

有  施策３３の②施策を取り巻く現状と

課題に記載しております「住民から寄せ

られた要望等を政策に反映する仕組み

が制度化されていません。」の表現に誤

りがありましたので、修正いたします。 

 これまで要望等の取扱いについては、

平成２６年に作成した「住民の声対応マ

ニュアル」をもとに、庁内の標準化を進

めてまいりました。今後、このマニュア

ルを基本とし、要望等を施策及び事業に

反映させられるよう、仕組みづくりを進

めてまいります。 

 施策３３の②施策を取り巻く現状

と課題について、「住民から寄せられ

た要望等を政策に反映する仕組みが

制度化されていません。このため、住

民の多様なニーズへの柔軟な対応が

求められます。」を「住民の多様なニ

ーズに柔軟に対応していくために、住

民から寄せられた要望等を施策及び

事業に反映する仕組みを見直す必要

があります。」に修正いたします。あ

わせて、③施策の展開について、「住

民からの要望等を集約し、政策等に展

開する仕組みを構築するとともに、政

策等に反映させた結果を公表する仕

組みを検討します。」を「住民からの

要望等を集約し、施策及び事業に展開

する仕組みを構築するとともに、反映
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させた結果を公表する仕組みを検討

します。」とするとともに、④施策の

主要な取組（関連事業）の「住民の意

見、要望等の適正管理と政策等への展

開」を「住民の意見、要望等の適正管

理と施策及び事業への展開」に修正い

たします。 

75 

財政の健全化は「効率の良い事業の実

施」や「交付・扶助額の多くなる事業の実

施」で、その事への対処が少ないようだ

が。 

無  限られたヒト・モノ・カネを有効活用

し、事務事業の見直し、業務の委託化に

取り組むとともに、国や県の特定財源を

活用できる事業実施を推進することで、

引き続き、財政の健全化に努めてまいり

ます。 

 

76 

税等の督促に、役場の幹部が家庭訪問

をして行っている自治体もあり、当町で

も、それを行ってはどうか。 

無  本来、税等は納税義務者が持参して納

付すべきものであります。ただし、未納

者への徴収については、税務課及び徴収

対策課で訪問も含めた納付催告及び滞

納処分を行うことにより、未納金額は縮

減しております。 

 なお、役場の幹部による家庭訪問につ

きましては、今後、検討してまいります。 

 

77 

バス等への意見の用紙を調査期間中、

車内で渡しているが、乗り降りにさえ困

難な人もおり、各家庭に配布しない理由

無  住民バス及びデマンドタクシー運行

に関するアンケート調査については、住

民バス及びデマンドタクシー車内で配
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は何か。 布するほか、役場本庁舎、南郷庁舎、各

コミュニティセンター、さるびあ館、活

き生きセンター、南郷病院、バス停留所

がある町内の大型商業店舗に設置し、要

望等の提出機会の提供に努めておりま

す。 

78 

１０８号線・牛飼周辺に「道の駅」設置

の構想を発表していたが、その構想の実

施はいつか。 

無  平成２８年９月策定の美里町財政健

全化計画において、美里町産業活性化拠

点施設の整備については「現時点では財

政の確保が見込めないことから学校の

施設整備と事業実施期間が重複しない

よう平成３３年度以降に実施時期を見

直す」とされたところです。現在のとこ

ろ事業再開の時期は決定しておりませ

ん。 

 

79 

町の業務受託には「町内に事務所のあ

る事」「町内の人の雇用数が多い事」や「町

内でのボランティアの多少」が、落札の

有利・不利となっていたが、そのような

考慮はあるのか。町内に一室を借り、一

人で暮らしている企業の派遣職員に落札

させた事はないか。 

無  町内に事務所がある企業に対しては

優先的に指名するよう考慮しています。

また、町内に一室を借り、一人で暮らし

ている企業の派遣職員に落札させた事

については把握しておりません。 

 

80 
財政課題が多い最中、 一番の重点実施

施策として、新中学校建設に５５億とも

無  中学校の再編につきましては、生徒数

が減少している中で、各種部活動、運動
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言われているコストをかけることが理解

できません。また、最も大きなリスクは、

今回出された第２次総合計画・総合戦略

（案）は、コロナ禍以前に検討された内

容でもあり、当初目論んでいたような資

金の調達やＰＦＩプランなど、アフター

コロナを見据えての具体的な財政プラン

の見直しがなされないまま、この総合計

画・総合戦略の案を進めているというこ

とにあります。国の補助もアフターコロ

ナを見据えて、これまでの見通しを修正

するはずですし、ＰＦＩで活用しようと

しているいわゆる民間企業についても、

もっと慎重に投資判断をするようになっ

てきています。アフターコロナを見据え

た財政状況に基づいた優先課題の設定見

直しをすべきと思います。 

会等の学校行事等に支障が出ている状

況であり、早急に取り組むべき課題であ

ると考えております。また、新型コロナ

ウイルス感染症につきましては、その収

束が見えない中ではありますが、その影

響を想定できる範囲で本計画に反映し

ております。引き続き、その動向に注視

するとともに、自主財源の確保に努めな

がら、政策の推進に向け取り組んでまい

ります。 

 なお、国の補助について、「見通しを

修正する」という情報はまだございませ

ん。今後、国の動向を注視してまいりま

す。また、「ＰＦＩに対し民間企業が慎

重に投資判断するようになってきてい

る」とのご意見ですが、新中学校整備等

につきましては、そのような情報はござ

いません。 

81 

新中学校建設の事業その物についての

意見です。今後５年間の最優先課題とし

て５５億もの巨額の投資をして新中学校

を建設するということですが、５年では

なくもっと先の見通しだと、生徒数の推

移が現状５５９人、５年後３９８人、１

無  ご意見にある生徒数の推移につきま

しては、人口推計から見て取ったとのこ

とですが、教育委員会で平成３１年度に

行った生徒数の推計と大きく相違して

いる部分があります。 

 教育委員会の推計は、現状（２０２４
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５年後２００人以下になると人口推計か

ら見て取れます。 

５５億ものコストをかけて、６００人

弱を想定して建設する建物が、１５年後

には３分の１の生徒しか使わなくなり、

明らかにオーバースペックです。将来、

負の遺産になることが目に見えていま

す。そもそも美里町は非常に縦長の形状

をしているので、１か所に集中させるこ

と自体に無理があるのに、さらにこのよ

うなあさはかなプランニングで仕様を検

討していること自体が町政を破綻させる

トリガーになり得るのではと危惧してい

ます。「教育環境の充実と人材育成」を重

点施策としていますが、手段は他にもあ

るはずです。今後の人口推計、アフター

コロナの予測を勘案して、理想に走り過

ぎず、現実を見据えた手段に見直すべき

ではないでしょうか。 

年（令和６年））は５５９人、５年後（２

０２９年（令和１１年））は５０２人、

１５年後（２０３４年（令和１６年））

は推計しておりません。 

 このように、ご意見にある５年後の生

徒数の推計に大きな差があります。教育

委員会の推計は、平成３１年４月１日時

点で生まれている子供の数（住民基本台

帳）から推計しております。また、１５

年後の推計については、生まれている子

供の数では推計できないため、国立社会

保障・人口問題研究所の推計を基に算出

すると、１６年後（２０３５年（令和１

７年））は３９４人、２１年後（２０４

０年（令和２２年））は３３８人、２６

年後（２０４５年（令和２７年））は２

９８人となります。 

 ご意見にある生徒数の推計とは違う

ものの、急激に生徒数の減少は進んでい

くことが予想されます。美里町として

は、新中学校をまちの中心付近に建設

し、子育て環境や教育環境を整備するこ

とにより、持続可能なまちづくりを進め

ていく考えです。 
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 ご意見にあるように、美里町は縦長の

形状であるため１か所に集中させるこ

とに対し、通学が遠距離になるのではな

いかとのご心配の声が寄せられていま

すが、今後、新中学校開校準備委員会で

慎重に検討し、支障がないよう対応して

いく考えです。 

 新中学校整備に当たっては、財政シミ

ュレーションを行った上で住民サービ

スが低下しないことを確認し、現在、新

中学校整備等をＰＦＩで進めるため、事

業者を選定する作業を進めております。

今後、更なる事業費の精査を行い、可能

な限り財政負担が少なくなるよう見直

しを行いながら進めてまいります。 

 アフターコロナを予測することは重

要なことですが、新型コロナウイルス感

染症の収束が見えない現在の状況では、

アフターコロナのことを予測するのは

困難です。 

 美里町では、新中学校の整備は、決し

て後回しにすることができない重要な

課題であると考えております。現実を見

据えながら、長期的な視点に立ち、未来
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を担う生徒の教育環境を整えていく考

えです。 

82 

町のホームページで掲載された「美里

町の学校の再編について」 において、「地

域の中で一定の役割を果たしてきている

中学校が、その地域からなくなることは、

地域の発展に少なからず影響があるかと

思われます。このことにつきましては、

美里町をどのようなまちにしていくのか

というまちづくりの観点から、新中学校

の開校予定の令和６年度（２０２４年度）

までの５年間の間に町全体で真剣に考

え、取組んでいかなければいけない極め

て重要な課題です。」とありました。これ

は中学校統合といったミクロなレベルの

話ではなく、南郷地域、美里町全体のマ

クロな視点での問題なのに、今回の総合

計画、総合戦略の中には、この記載に対

する具体的な内容が全くありません。こ

れはどう捉えたらいいのでしょうか。南

郷地域のことは真剣に考えていないとい

うことでしょうか。 

有 中学校再編後のまちづくりにつきま

しては、ご意見のとおり広い視点に立っ

て検討していくべきものであると考え

ます。 

中学校再編後の地域づくり、まちづく

りについて、本計画に追加いたします。 

なお、中学校の再編につきましては、

新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、その協議等に遅れが生じていること

から、今後の整備行程を再精査し、開校

時期を令和６年４月から令和７年４月

に変更するものとしております。 

「はじめに」の「７ 主要課題」に

「本町においては、今後、中学校の再

編が予定されていることから、再編後

の新たな地域づくり、まちづくりにつ

いて検討していかなければなりませ

ん。」を追記します。また、施策２８

の②施策を取り巻く現状と課題に「中

学校の再編が予定されていることか

ら、再編後の新たな地域づくり、まち

づくりについて検討していかなけれ

ばなりません。」を追加するとともに、

④施策の主要な取組（関連事業）に「中

学校再編後の地域づくり、まちづくり

の検討」を追加いたします。 

83 
重点施策の設定について、防災の観点

の優先順位の低さが見て取れます。鳴瀬

無  河川改修、維持管理は国の取組となり

ます。町といたしましては、引き続き国
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川を湛える地理的状況にある美里町で、

増水、堤防決壊のリスクはこれまでの経

験則だけで対応するのでは足りない状況

にありますが、今回の総合計画、総合戦

略の中身は、これまでの経験則の中で判

断された内容しかありません。その中で、

新中学校建設に多額のコストをかけるこ

とを最優先課題としている姿勢が不安で

す。昨年の大郷町のようになってから動

きを取るのが美里町の姿勢なのでしょう

か。 

と河川巡視し重要箇所の改善を要望し

てまいります。また、町の取組といたし

ましては、避難行動の在り方、避難所確

保のほか、内水氾濫対策等を考慮した国

土強靭化に努めてまいります。 

 なお、全国で発生している災害の状況

から、風水害対策、コロナ禍での避難所

対策の必要性を踏まえ、今後も水防対策

に取り組んでまいります。 

84 

「美里町総合計画」を条例等で明確に

規定してください。美里町総合計画審議

会条例に「美里町総合計画の策定・推進」

と規定しても何を審議・推進するか定ま

りません。 

無  総合計画の位置付けと構成について

は、本計画の「はじめに」で記載してお

ります。また、町の行う各種施策につい

て、住民等との協働を常に考えて実施し

ており、今後も協働の機会やその方法に

ついて検討し、必要に応じて実施してい

く考えです。 

 なお、町が総合計画を作成するに当た

り、条例を制定しなければならないとい

う法律の規定は存在しません。 

 

85 

基本構想は、美里町の経営の基本とす

る構想にしてください。指針などという

曖昧な言葉を用いないで、原点に戻った

無  本計画における基本構想については、

「基本理念に基づき、町の将来像を掲

げ、令和２２年度（２０４０年度）を見
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経営の基本を確立することを目的とした

内容の基本構想にしてください。 

通した主要課題に対する取組の方向性

等を示すもの」としております。また、

その内容の検証を踏まえ、前計画を継承

するものとしております。 

86 

住民が理解できる将来像にしてくださ

い。ゴールがイメージできない、必要性

も分からないものは、将来像として不適

切です。 

無  本計画における将来像を「心豊かな人

材を育み、地域産業が発展し、にぎわい

のある、生き生きとした暮らしができる

まち」とし、そのための取組を進めるこ

ととしております。町としましては、将

来像として不適切であるとは考えてお

りません。 

 

87 

基本理念を見直してください 。基本理

念は、美里町という地方自治体が地域の

経営をする上で守るべき一番大事な基本

的価値観にすべきです。 

無 本計画は、将来目標を２０４０年とした、

まちづくりの基本指針であり、そのための基

本理念を示しております。 

 なお、本計画の基本理念につきましては、

その内容を検討し、前計画を継承するものと

しております。 

 

88 

 真剣に計画の推進に取り組んでくださ

い 。現行の美里町総合計画・美里町総合

戦略の検証報告の中に、施策の目標達成

率が５０％に留まる見通しだとありま

す。住民の満足度が向上したかどうかの

分析と対策もなく、何のために美里町が

存在するのか、組織の目的を見失ってい

有  町ではこれまで、外部有識者からなる

政策推進・評価委員会から政策推進に係

る助言をいただきながら、目標の達成に

向け取組を実施してまいりました。しか

し、目標値の改善は見られるものの、未

達成となっている項目も多くあること

から、本計画の策定において、これまで

住民意向調査満足度の平均値の比

較について「資料編」の「２ 住民意

向調査概要」に追加いたします。 
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ます。また、計画の推進においては、「住

民と行政の協働」の下に進めるとしてい

ますが、協働の仕組みは未だに検討され

ておらず放置されています。 

の状況や現状を踏まえながら、再検証

し、目標やその数値も含め見直しを図っ

てまいりました。次期５年間におきまし

ては、各施策の目標達成に向け取り組む

とともに、住民満足度の向上に努めてま

いります。 

 なお、住民満足度平均値の前回との比

較については、本計画に追加いたしま

す。 

 


